
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

スマイル  ５月 １９日    

 №７ 

船木小学校 ４年生  

３校合同「アユの稚魚放流体験」 
        ５月１１日（月） 

５月１１日月曜日に，沼田川堤防で，本郷沼田川漁協のみなさんにたくさんのことを

教わりながら，「アユの稚魚放流体験」をしました。今年度は，統合に向け，北方小，南

方小，船木小３校の３・４年生で放流しました。 

 大石さんが，児童代表のあいさつを

しました。 

 バケツにたくさんの稚魚を入れてもらい，一人ひと

り川に放流しました。 

 『カワウ』や『ブラックバス』『ブルーギル』は，アユを

えさにして食べるそうです。少しでも多くのアユが生き延

びることを望んで，アユを食べてしまう『カワウ』を追い

払うために爆音機が使われます。アユを守るために漁協の

みなさんを中心に日々取組まれています。 

 釣り人に対してもルールがあります。友釣り，網など期

間が定められていて，アユがいなくなることを防いでいま

す。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 滝広さんは，感想を述べ，テレビのイ

ンタビューもうけました。 

○アユを放流するときにバケツを見ると，アユがはねて

いたから，元気に育つかなと思いました。他の魚に食

べられないで大きく育ってほしい。 

○アユがバケツの中でとびはねていて，元気がいいなと

思いました。沼田川だけでなく，いろいろな川に魚が

いて，そのお話を聞かせてもらえたので，うれしかっ

たです。 

○バケツの中のアユはあばれて，元気だなと思いました。

アユは，『カワウ』に食べられるので，ぼくは心配にな

りました。大きく育ってほしいです。８月２日にアユ

つかみがあるので，ぼくは行こうと思います。 

○バケツの中でアユは元気に泳いでいた。一つにかたま

って泳いでいた。ほうりゅうした後，アユは，アユを

追いかけていた。アユのてきを追いはらって，アユは

元気に育ってほしい。 

○１年ぶりなのでとてもうきうきしました。アユに『ブラックバス』『ブルーギル』というてきがい

ることに気づきました。だから，『ブラックバス』は川に入れちゃあいけないんだなと思いました。 

○アユをバケツ一ぱい放流しました。私は放流するときに，「元気に育って帰ってきてね。」と思い

ながら放流しました。『カワウ』は１日に５００ｇも食べるので，アユが食べられないといいなと

思いました。 

○階だんの岩にあたらないように放流しました。岩にあたるとけがをしたり，死んだりしてしまう

かもしれないから気をつけて放流しました。『カワウ』『ブラックバス』『ブルーギル』がアユを食

べることを知りました。「元気に育ってね。」とお願いしました。本当に元気に育ったらいいなと

思いました。 

○「カワウに食べられないように大きくなってね。」「元気に大きく育ってね。」と思いながらアユを

流しました。鳥に食べられるのは，とてもかなしいです。北方小，南方小も喜んでくれたので，

うれしかったです。 

○バケツを持った時，すごくとんでいました。「みんな元気に育ってね。がんばてね。」と思いまし

た。川で魚を見つけたら魚の図かんで調べたいです。 

○バケツを持ったとき，すごくとんでいました。流すと，よく泳いでいました。アユは，『カワウ』

などの鳥に食べられるので，わたしも鳥たちからアユを助けたいと思いました。今年は，３校合

同でした。とうごうしても，またしたいです。 


